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(1866)と去う事である。動物学雑誌の創刊が明治21年
(1838) にて昆虫世界は明治30竿 (1897) である。共の
噴より白木の昆虫学も次第に車L道に乗り始めた。県下
では芝川又之助氏は1903年頃より須磨、甲東村大市を
中心に採集されて居られ、共の採集目録も H 柴 71<遺
稿H の別巻として発表されて居られるし、標太類は宝
塚昆虫館に保存されて居られるとの事である、同じ頃
鈴木手次郎、弁口宗平氏などが採集されて麗られるが
口ガネムシ科に就いてのまとまった発表はない様であ
る。また有名な John E. A. L E W I S氏が官E芝生活を送
官されて永住の地として此の神戸に来られたのが朗治
42竿( 1909) で其の後約20年間亡くなられるまで神戸
で住まはれ各方面にも採集に出かけられ、その採集の
主なものがゴミムγ、コガネム手ノ、ハネカグy が主体
であったのであるが自らは発表された事がないので文
献を通じては余り知られて居らないが採集品の全部は
それぞれ幕開家に送られて研究を依頼され氏の採集に
なる標本は British Museurnや Berl加の Zoo!ogisches
Museurn に保存されて居るとか、 A R R O W の研究蕗茨
には氏の採集品に依るものがある。
大正に7¥って新島、木下両氏のコガネムシに関する

立派な業績が発表された、其の中には県下のコガネム
y も取扱われて煙るが比の業蹟は邦人に依る始めての
田宏、県下のコガネムシ研究で、あろう。
昭和にスって可成りの調査をして居られた戸沢信義

氏が H 箕面産昆虫目録H を発表されて麗られく1932)、
英れに引続き、関、北村氏などの調査が発表された、
沢田氏の日本のコガネムシ類の再調査にも県下産は取
扱はわして来た、さらに米谷氏、筆者などの調査に依り
現在に致って居る。しかしながら今迄の調査の範囲が
兵庫といっても現在の神戸市の事にて其の他に於いて
も神戸市中心のみであって県下という事になると其の
大部分が未調査地にて近年氷上郡のみは山本義丸氏を
中心に次第に明らかになうたが他の地方は之からの部
分が多い、部分的には氷ノ山などは遂次調べられて居
る。
このように県下のコガネムシ研究の歴史は古いにも

かかわらず全般には芙の一部しか知られた居らず今後
の次いなる努力が必要とされる所である。
以下文献について其の研究を記して見たいが貧弱な
筆者の文獣からの調査であるから可成りの脱落、誤り
もある事と思われる芙の点は今後の調査に依り遂次完

寿橋局

江崎博士に侠ると: i t 胸学、昆虫学が目木で独立した
のは明治以降のことであって、それ以前では昆虫の研
究は博物学の中に包含されており、その博物学が木草

，学から分化し物産学や名物学という様になったのは江
戸時期、先ず元臓からといえるとの事である。
コガネムν科のものが一番始めに図説されたのは貝

原益軒箸 H大手日本草'I( に於けるグカプトムシH であろ
う〈宝永六年、 1709 江崎惇土、 1947 &  1952 = :宅惇
士、 1919)、さらに天保11年 9 月26日 (1840)、万呑亭
〈前田利保、、資生閣〈馬場大助〉、四季園〈佐1喬節翁〉、

射ヱ図説/ 1 と云う京には上記の人達が持寄ったコガネ
ムシを関根雲停が写生して居る。記する所凡そ30彊と
ある。〈白井、 1943、三宅、 1919、江崎、 1952)。
江戸末期に洋学の知識がスって来たので色々の影響

を与える様になった、しかし当時活躍して居たc. von 
L I N N主の動縞物の分類と命名に関する業農はまだ伝わ
って居ない。やがて h N N E の高弟 Thunbergが来で昆
虫を採集し? て帰って居るがその影響はほとんどなかっ
たとの事である〈司木の昆虫で始めて学名の与えられ
たのは Thunbergが採集して彼自身が発表したもので
ある〉、 Thunberg が帰国後 45 年を経て発表された日
本援助誌 (Fauna Japonica， 1722-23) の出版された
年 (1823) Siebold が日本にやって来i t .o それ以後次
々と日本を訪れる欧米人も多くなり、日本の昆虫学の
発震が之等欧米人に依って為される様になった。兵庫
すなわち神戸も兵庫の港として古く聞けて居るので欧
米人の来訪者の多くが兵庫には立寄り、其の関係で兵
庫に関する昆虫の研究も臼木の昆虫の研究とほぼ全じ
位の時代から知られて居る事になる。
Thunb日rg にしても1776年 3 月4 日長崎を出発 4 月
6 自に兵庫に上陸、 8 日に西宮を経て大阪に致って属
り、帰途は全年 5 月25日江戸を出発、 6 月15日大阪を
出て兵庫を経て瀬戸内海を航行して居る、帰途は兵庫
には上陸して居らぬ様であるO 勿論其ゐ当時の兵庫は
現在の神戸市とは全く似て居らず、当時の産出種が現
在の産出種と全じ状態にあるとは恩われないが金亀子
虫科のみについても兵庫県産のものの歴史は可段り古
い事になる。大体明治中頃までが欧米学者の研究され
た時代で、日本昆虫学研究の最初Jの発表は岩田博士
(1953) に依ると佐h 木忠次郎博士の明治 19年発表の
" カイゴノウジメエのrnicrotyp巴・日ggの宝居史の研究H
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成に近づきたいと思う。 目水産として疑わしいものもある。兵庫あるいは神
末筆ながら文献に就いて色々街撫玉男を御願い致して| 戸と明らかに記録されて居るのはお種である、普通種

居ります西京大学、中根猛彦氏及び和田義人君に厚く| については産地を掲げてないので兵庫選は之以外にあ
御ネL申し上げる o る事は当然である。
① 1875; CHAUS O. W A"I'ERHOUSE: O n  the La- I  p.73、新種 Caccobius brevis、産地に兵庫、大阪

mellicorn Coleoptera of Japan Trans. Ent. I とあり、砂地で、得たとある o
Soc. pp. 71-116 Catharsius ochus MOTSOHULSKY， LEWIS (1895) に

前交にも誓いて置いたように日本の昆虫で一番始め| 佼り Copris 属に変更され現在に致って居る。兵庫ば
に学名の与えられたものは Carl Peter Thur命日rg に| 産地として記録あり、大変多いとある。
依る“ Dissertatio Entnomologica novas insectorum I  p. 75， Copris acutidens MorsolIuLSKY ( ゴホジダ
species 1781-1791" の中に見出される、甲| イコグ〉、兵庫、大阪の砂地において普通とある。
虫類に就いても CoccineIla japonica ( ヒメカメノコテ p. 76， Onthothagus japonicus HAROLD ( ヤマト
y タウ〉がある由であるく江崎博士、 1952)、 同じく| エ Y マコガネ〉兵庫及び大阪、摩耶山麓に多くとある
Thunb邑rgに依り“ M u s e u m Naturalium Acad巴rninae が現在多いか杏かわからない。
Upsali日nsis Dissertatio， pars. 4， pp. 44-58， pl. ref. I  p. 78、新種、 O. nitidus、兵庫、長崎。腐肉より及
p. 57， nota 10，匂. 3，主784" に日広最初の天牛| び腐肉採集設で得たとある。
O b巴rea japonica が発表されて居る。其の後 Franz I  p. 79、新種、 O. ocelJa初予unctatus、兵庫海辺に
V. SIEBOLD (1822--29 8  1859-62)， Gaschkevitch， Iて得たとある。
E 1is巴 Gaschkevich，Georges LEWIS 18s4-1872 &  
1880-1881)， J. J. R 巴inなどの諸氏が日木を訪問採集
をして帰り英れ民基づく研究が次々と現れるに至っ
た。日木産のコガネムシに就いては恐らく Victor 
Ivanovrich de Motschulsky (1810-1871) の研究が
始ゐてではないかと考えられる。
Motschulskyの論文は1854-1855年下回に来て鹿だ
Putiatin提督と共に同地に居た Goschkevitschの採集
品及び英の後函館駐在のロシヤ領事となった Gosch-
kevitsch の夫人 Elis巴 Gaschkevitsch の採集品に基づ

P. 80、新種、 Aphcdius major 兵庫。* 種はA .
sorex F  ABRTC即日 (1792)及びA . brahysomus SOLSKY 
(1874) のそれぞれ Synonym と見なされて居るが前
種の日本に産するのは疑わしいので一応ここでは A.
brachysomus SOLSKY の Synonym と見て置く O

p. 89、新種、A . rufangulus、長崎、兵庫、青森。
普通とある。が木種は現在ではA. pusiJJus HERBST の
亜種として取吸われて居る。
p. 91、新撞A . atratus、産地、長崎、兵庫。〈グロ
γヤマグソコガネ〉

くもので当時の状況から兵庫附近産のコガネムシは未 p. 92、新種、 A. rugosostriatus ( スヂマグソコガ
だ取扱はれて居なかったのではないだろうか? 兵庫産| ネ〉神戸にて]871年 1標本のみ得たとある。
のコガネムシを取扱った研究は Georges LEWIS に依 p. 94、新種、 Psammcdius convexus くセマルグシ
る採集品に基いて発表された示品交が最初jであろうと| マグソコガネ〉は神戸の砂丘にて1871年 5 月に 2擦本
考えられる o を得たとある。
英の意味に於いて兵庫県産研究史上重要な文献のー p. 100、新種、 Hoplia moerens ( ヤマトアy ナガ
つである。 I コガネ〉、産地に兵庫、長崎とある。
産地は大体大阪、兵庫、長崎が多い、が之は当時の p. 101、新種 Serica b06ps ( ヒグナガビロウドコ
状況としてはlkむを得ざるものであると思われる。 Iガネ) 6 月の終りに欝耶山で夕暮に飛潮中を採集する
言[ ¥ 録された種は 114援〈内新変種 1種〉であり他に| とある。
1新j震が認識されて居る。 114種の内55穫が新種とし p. 106， Melolontha jponica BURMEITSTER ( コプキ
て発表されて居るが英の後の研究に依り現在の分類に| コガネ〉産地に横浜、兵庫、長崎。
依ると新種の内 6種は Synonym として整理され、 2 I  p. 111、新種 Anomala bubic01lis  ( テラノチヤイ
種は他産の変種として扱われ、 1 種は他種の車種とし| ロコガネ〉産地、長崎、兵庫。
て扱われて居る。属名の現在変更されて居るものは可| ① 1887; SCHONFELDT， Cat. Col巴opt. Japan， p. 79 
成りの数に上る。記載のない種名のみのものも若干 Valagus angusticoIlis  W  ATERHOUSE， Hiogo の
ある。また現在では独立の科として取扱われて居る| 記録がある。属名は Nipponovalgus が現在使
Geotrupidae， Trogidaeに新種 4種内 1種CSynonym)、l 用されて居る。
記載 3種もふくまれて居る。 I① 1879; L. v. HEYDEN， Di巴 coleopterologische
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Ausbeute des Prof. Rein in Japan 
Deutsche Entumolugische Zeitschrift， XXIII， 
Heft. ][， pp. 321-365. 

;;j;:篇は Dr. Johann J. REIN の自主誌の採集品の中甲
虫類のみを同定した報交である o Dr. REINは明治 8 、
9年の 2年間日本に滞在各地を旅行採集にっと長うて居
られる、其の内神戸で一番多くの種を得て居られる、
コガネムシに就いては次のような種が兵庫産として報
告されて居る。
p. 339， Onthophagus atripennis WA'!'ERHOUSE コ
ブマル且シマコガネ
p.342， Heptophylla picea MOTSCH. ナガチャコ
ガネ 8.BX. von Hiogδ 
Hoplosternus japonicus BURMEIS'!' コブキコガネ

3  parchen von Mino und 1王ogδ
本種に就いては現在扇名は BURMEIS'!'ER のつけた
Melo1ontha が使用されて居る。この学名に致るまで
若干の変化があるのでここに其の経過に就いて少々記
して置く。すなわち BURMEIS'!'ER は Melolontha jap-
onicus としてコアキコガネを記載した o H TJ lOLD は
Hoplosternus japonicusを発表した、これはすホコブ
キコガネについてであると考えられた為めいささか混
乱が来た。 WA'!'ERHOU組は H. japonicus HAROLD を
すホコブキコガネに採った。 MOSER は M . japonicus 
B 口RMEISTER を Hoplosternu8 属に移した。其れ故
H. japωlIcU8 HAROLD を異物同名として H. haroidi 
MOSER を与えた。しかしながらHAROLD は H. jap-
oniclls HAROLD とM . japonica BURMEISTERと同種で
ある事は認めて居た。
A R R O W  は H. japonicus HAROLD をM . japonicaの
同物異名としてオホコプキコガネには M . frater と命
名記載した。其れ故; ; j ; :撞ーは B UR'>lEISTER の M . jap-
onicus =  HAROLDのH. japonicus =  MOSERのH. Haroldi 
と総て同ーのものである。
Phyllop巴rtha consprcata H 九ROLD カタモソコガネ

現在 Anomala として取扱って居られる。
Anomala (Euchlora) cuprea HOPE F ゥガネフ匂イ

ブイ Mino，Hiogo， Echiz巴n，Kioto， Kiushiu. 
p. 343; A. rufocupre MOTSCHUIβKY ヒメコガ「ネ
Kioto， EchizeJ'， Hiogo， Mino. 
A. testaceipes MOTSCIIULSKY スヂコガネ Hicgo
p. 344; A. costata HOPE オホスヂコガネ
p. 345; A. orien!alis WATERHOUSヨセマ!fラコ

ガネ M 註nela iucidula HOPE コガネムシ
学名は現在 A. splend巴n8 GYLLENHLA が用いられ
て居る。
Popilia japonica N s WNl.A N  マメコガネ

14 

p. 346; Rhomborrhlna unicolor :MOTSCHUL目白
アヲカナブ戸ν
R. japonica HOPE カテプν
p. 347; Cetonia submarmorea RURM. Hiogo 
( L聞のとあるがえミ穫は Protaetia orientalis 
GORY et RERCHERON と同一種である。 Glycyph如 a

jucund昌 FALDERM・
箕面、越前附近、兵庫、九州が産地として出て居る。
この種も現在では Oxycetonia jucunda F  ALDERMANN 
として扱われて居る。
② 1895; G. LEWIS ;  O n  the Lamellicorn Coleoptera 
。f Japan， and notices of others， Ann. Mag. 
Nat. Hist. 戸白f. 6， X VI， .pp. 374-408. 

WATERHOUSE の研究発表後 20年程経で再び日本の
L a m巴llicornに関する G. LEWISの貴重な発表が行われ
た。本篇に取扱われた穫は全部で75撞其の内新穫は23
1重記載されて居る。新種の内 4種は Synonym として
聖書:rr唱される。学名も現在の分類としては可成り訂正を
要すると思われる。新属が 3嵐つくられて居る。
兵庫、神戸産のものは次の10還記録されて居る。
p. 377， Copris ochus MOTSCHULSKY 21'イコグコガ?
ネ島原、神戸、日光、函館。 “Abundant on sandy 
areas" とある。
p. 379， Onthophagus ocellatopunctatus 可VATER-
HOUSE アラメエムマコガネ、兵庫、 1871年 8 月とあ
る。
p. 381， Aphodius variabiHs  W A T E悶 OUSE グ世モ
シマグソコガネ長崎、神戸、横浜、普通とある。学
名は A. nigrotessel1atus M o主SCHULSKY となるべきで
ある。
p. 384， Rhyss巴m u s asp己ru]us WATERHOUSE ヤマ
トヅツマグソコガネ 長崎、神戸、横浜、日光。学名
は Trichcorhyssemus おperuius W  A  TERHOUSE とな
るが分布が少々おかしい。
p. 384， l'sammodiusconvexus WATERHOUSE セ
マルケシマグソコガネ 神戸、京都、新潟、和協。学
名は Psammobius convexus W  ATERHOUSE となる。
p. 385， Bolboceras nigroplagiatum WATERHOUSE 
ムネアカセy チコガネ東京、横浜、神戸。非常に普
通であるとあるが現在では余り多くない。今では
F a mi1y  Geotrupidae として別の科に取扱われる。
p. 400， Granida albolineata M O T目白ISULKY V 世

スヂコガネ長崎、神戸、新潟、秋田。
Phyl.lopertha conspurcata HAROLD カタモ Y コガ
ネ長崎、兵庫、萩、東京。普通。 現在 Anomala と
して取扱う。
p. 401， Anomala difficilis WATERHOUSE 神戸、
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白光、中善寺占木種は A..lenzi U IiAus と同一種であ
るb・，> : . . ! !
p. 402; A.. pubicollis W A T E R百OUSE ナラノチャ
イロコガネ 4長崎、神戸、宮下、日光、横浜。¥ 内
① 1915; M .  CURTI， Beitr亙ge zur Kenntnis der 

palaarktischen Cetoniden. 1. (Col.) En-
tomologische Mitteilungen， lV， pp. 

広報文でヨポ産 1新種の記載がある。
pp; 21-22; Cetonia (Eucetonia) bode即日yeri
CURTI 
、産拍に日本〈神戸〉とある、この種は其の後採集さ

コガネムy を研究する走者にとっては鍛〈事の出来ぬ貴
重な文献であるが兵庫県産の標京を取扱われたのは極
めて少く文中兵庫などの外国文献に依る兵庫県産の紹
介はあるが両氏自身の兵庫産の標本は次のように務磨
産の数麗を記録するのみである。
p. 61; Melolontha japonica BURM.， p. 66; 
Granida. aibolineata MOTSCH.， p. 68， PolyphylIa  
Ja ticol1is  L z w・， p. 77， Hoplia communis WATERH.， 
p. 122， PhyJlopertha diversa WATERH.，京援は
Anomala属である o p.128， Phyllopertha tanbaensis 
NUJIMA et KINO自田T A * 書で新種として発表された

れた事も無いし、いかなる種かはっきりわからない。 Iものであるが Anomala orientalis: W  ATERH. の黒化
原記載より判断して筆者は C. roelofsi と同{ 種と見| 型で独立種として寂吸って淫られない。
て居る 0 ' '  p. 156， Rhombrrina japonica HOPE カナプミノ
① .1913: ARROW; Notes on th日 Lamellicorn I  @  1931 ;  兵庫県博物学会々誌

Coleopt巴r a d Japan ， and DescriptiQn of a  I  兵庫県博物学会が創立されて其の会誌が創刊された
few n e w  Sp巴cies，‘Ann. Mag. Nat. Hist. 8 ， Iのは昭和 6年 1 月 (1931) の事である o
ii， pp. '394-408. との会誌は第20号謹続いたが昭和16年其れ以後は廃

本文で日木産コガネムシとして 109種の種名が掲げ| 干りになった。
てあり共の内11種の新撞の記録がある。神戸産として| 会誌上には昆虫関係の記事は極めて少〈、 γとの事は
以下の種の記録がある。 会 I県下の昆虫研究者の少い事と昆虫相の未解決の部分の
p. 398; Autoserica' castan回 ARROW 川 1:大きい事がわかる、. コガネムシ関係のものをひろつで
産地として日本神戸、北支那、天津、上海、福州が| 見ると次の在日くである。一 一 川

掲げてある O 木種は本文で新種として記載されたもの( 1934) 第 7号、神戸支部、布引、摩耶昆虫採集目
である。神戸産のものは Jo1in E. 's.. L:;wl S 氏が採集| 録 pp. 62-68. 神戸支部の布引、摩耳E採集記録で指

VI -1912;。 日木に於いて木 I' 墓は故中林湯次氏、昭和8年 7 月2 目、 '1 日の採集結
穫は極く普通であると記してあるが具体的な産地は神 1:果であるから自足しいものはヒメサグラコガネ位であ
戸のみである o 1.. バ " γと) H γ・，f - ;白る。
::'pp. 400:"，401; MelolohthafraterARRow (1934) 第 7 号、神戸支部、昆虫夜間採集pp.
ζ太種も木文に於い1て新匿とされたものである。産地 I
としては南部日木、奈良、京都、紀伊和田、神戸 6 ， I  15日の夜間採集結果、指導故中林湯次氏、珍しいもの
7 刃とある。別に詳しい産出状況は記してない。、 | なしo
， pp; 404-;405;， Protaetia hondana ARROW (1939) 第17号、昆虫箱の中から、 p p . 3 9 - 41.ヒ
京撞も新種の? 日裁である。産地として神戸( 7 月， I メカ y シヨコガネが赤塚山神戸商大下で11月頃多数採
1913)、窪子島 (5 月， 1913)、広島( JUISON 採集〉が I
掲げてある、上記の内 2頭は} . E. ，A. 51-53. !J' 
集になるものである、 t 士ype の擦ヌドは神戸産の地及び| イコクコガネを舞子で採集した事を発表したが本種は
種子島産の国奇形が大英博物館に保存されて居る。しか| 古〈から兵庫の記録があるので別に珍しい事はない。
しながらこの種は1938字に今西芳之氏に依り P.l巴nzi I  (LEWrs) 
HAROLD (1876) の雄に対白して与えられた Synonymで
ある事が飼育の結果関かにせられた。
⑦ 1923; 新島菩直ぜ木下栄拠品; コガネムシに関

する研究報告〈第二〉我国に産するコガネムシ
及び其の分布、北海道帝国大学農学部演習林研
究報告、 vo1. 11 ， No. 2  :  ， ， 

新島、木下両氏の 11コガネムシに関する研究H の第
2 及び第3 北ー大農学部演習林研究報告第4 巻は我国の

く1940) 第19号、神戸産甲虫雑記( [ ) ， pp. 85-87， 
Y ロテνハナムグロとシラホシハナムグの区別点と分
布状況に就いて記した。
① 1933; 関公一、御影町附近産の甲虫目録〈共の

一〉、昆虫界、、 I 、3 、pp. 251-253. 
初Jめに御影町を中心として六甲、摩耶山、芦屋など
をも含むとあるが記載されたるは38箆。
注目すべき種はオオセνチコガネ、コカブトムシ、
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ル p カテブ: / Cイ反稔.) Rhomborrhina sp. と有るのは l云うのは多分A . lucens EALLION eヲヤスヂコガネ〉
カナプνの色彩変化の 1種と息われる。学名も訂正す| の事と思われる。 A. motschulsky HAROLDはA . rufo・
べきものがある。アカピロウドコガネ Autoserica I  cuprea MOTSCHUL鉱 Y と同一と恩われる。 Liocola
japonica MOTS. は Aserica castanea A R R o w の学 I brevitarsis LEWIS V ラホシハテムグリは Portaetia
名が正しい。 Autoserica japonkaは Serica japonica I  orientalis GORY et P E即 HERON V 世テνハテムグリ
〈ぜロウドコガネ〉である。 I も含くんだものであるうと思われる。 Auotserica jap・
@  1934，関公一; 大阪・神戸附近のコガネムシ昆虫 onica は Serica 属となるがアカビロウドコガネと云

界、 E 、9 、p.30 う名前から〈勿論 Serica japonica にも赤褐色のもの
本目録は兵庫県東南部及び大阪府の北部の一部を合| は多いのであるが) Autoserica castanea A R R o w の
した地域での産を記したもので11亜科69.撞記載せられ l事であろうと恩われる。
て居る。この内注思すべきはグロホシピロウドコガネ
のみであり、このグロホシピロウドコガネはヒグナガ
ピロウドコガネと非常に似て麗るのでどちらの事かは
っきりしない。
本目録より抹殺すべきものに次の如きものが有る。
アオグ官カナプ: / Rhomoborrhina nigra SAUNDER 

本種は内地に産せず、ミド p ハナムグ JJ Liocola spe-
culifera SWAATZ はシロテνハナムグロの色彩変化型
であろう。
Geotrupes purpurascens MOTSOHULSKY ムラサキ
セνチコガネは G. auratus M O T S口HULBKY オオセν
チコガネ〈キνイロセy チコガネコと同一種である。
@  1935; 矢野文彦、ムネ 7 カコガネ (Bolboceroso・

manigroplagiatuns W  ATERHOUSE) 六甲山に
多産す。昆虫界、 E 、17，p.329.

ムネアカコガネの六甲山に産する事を報じたもの。
@  1936; 野村金、分布ニ件昆虫界、 lV，25， p. 208 
キヨウトアオハナムグリを本山村野寄山林にて採集
した記録。8 -V1-1935)。
@  1937; 沢田玄正、サヲマコブキコガネに就て

日ヌドの甲虫、 1， 2 ， p. 102 
Melolontha satsumaensis N. et K. サ Y マコプキ
コガネが J. A. E. LEWIS 氏に依り神戸で採集されて
居る (2頭〉とのi記録であるが後に野村氏に依り (1951)
多分 M . japonica でないかとなって居る。
@  1938; 北村達閥、兵庫県出石郡神美村で採集し

た蝶とコガネムシ昆虫界、 V ，43， p. 634. 
表題の如く出石郡神謝す産のコガネムシ科29鐙記録
あり。キνイロセνチコガネはすすセνチコガネであ
ろう。
⑮ 1938; 

昆虫界、 V ，44， p. 717 
神戸附近産コガネムシ11亜科、 51種の記録であるが

注目すべきはコカプトム y 、アシテガコガネ。同目録
より抹殺すべきものアオシラホシハナムグロこれはシ
ロテy ハナムグp の色彩変化型と思われる。
Anomala difficilis W A T E邸主OUSE

- 16 

⑮ 1938，米谷正司; キョウトアオハテムグ Pの雌雄
に就いて昆虫界、" V . [ ， 47， pp. 94..;".-97. 

キヨウトアオ1ハナムグ P雌婚の記載であるが材料と
して多井畑、本山村産の標本を使用して居る、学名は
Protaetia lemi HAROLD (1876) となるべきである。
@  1938; 植村判夫、淡路島及び鳴門公園の昆虫、

昆虫界、V 1， 48， p. 159 
2 ガネムシ科のものは 1種のみの記録である。

⑮ 1938; 沢田玄工区、日本産アV ナガコガネ理科、
日本の甲虫、J [ ， 1 ， pp. 33-48， pl， V ，可i{.

日本産7 Vナガコガネ頭科の概説であるが兵庫蕗に
関しては H o pJia communis WATERHOUSE アシナガ
コガネ〈六甲山、矢野〉のみである。
⑬ 1938; 今回芳之、キヨウトアオハナムグF の学

名に就て、関西昆虫雑誌、 V ，p. 23 
漆報交に於いて今西氏は飼育に依り従来 Potosia
nitidiscutellata NIIJIMA et KINOSHITA， Protaetia 
hondana .ARROW の2種が Protaetia leIizi HARoLD 
と同一種である事を話せられた。添報交に用いられた
材斜は兵庫県)1阻若陳谷村妙見山西方の小山にて得ら
れて居る。
@J 1938; 原政敏、但馬神鍋山附近の甲虫、浪速高

校尋常科博物同好会々誌 No. 13， pp. 8  -15. 
表題の如〈神鍋山附近の甲虫目録であるがコガネム
シ科は種類も少なく普通種ばかりである、ただすすセ
y チョガネの採集された記録がある。
@  1939; 沢田玄E 、Apogonia ainida LEWIS の分

布日本の甲虫、1 I I ， 1 ， p. 46 
Apogonia amida LEWISの神戸産標本を検した事が

記してある。
@  1940; 安谷英也、蝉結びその他雑題、昆虫界、

唖， 73， p. 189 
高坂山に於けるシロテy ハ十ムグロとγラホシハナ
ムグ p の分布状況に就いての記載あり。
⑧ 1940; SAWADA， A  Revision of the Melolonth・'

ine Beetles of the Genus Apogonia in the 
Japanese Empire Rep. Jour. Agr. Sc. Tokyo 
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Nogyo Ilaigaku i ， 3  ，ii) ， Hi ふ | 取扱った種は11亜科、 34扇、 69屋、 i 亜種、 8変種、
，'1>; 273， :A旨ogonia' arnida LEWIS" K01コe ( 8 ' e x，1 2異常型であるが現在では独立の陪! とじて取扱って居
24-Apr， 1937，' :M， U N O )  :'1 ' . ルベ勺引 ''jY る G日otrupinae と共れにふ: くまれる 2、閥、J 麓が7¥
@ 1 9 4 0 ;  高橋寿郎、神戸蒋度同附近産の甲虫目録 | って居る。同定の間違い、学名の訂IEを要するものな
:" ';，r  (5) 昆虫世界、 X LlV， 514，p. 169 ど可成りある。すなわち' " Onthopliagus、fodiens は
日二、 (6) 昆虫博界、 X L1V， 515，p :  202' ー I  0.1巴nzi に、 O. "viduu日は .0. 担tripennis に、 O. ， 
r 蒋度山を中心とした甲虫の目録であるが訂E すべき I yurnigatanus は O.'viduus、に Aphodius・variatilis
点が次のようで、ある。コデマルエシマコガネの学名は| は' A . obsolet巴guttatl!s に夫み訂正を要する o，， 'Ano・
O. 'atrip自主n i s WA T:imHouSE とする占ュミガタエム Irnala rnotschulsky はん rufocl1prea と同一種主考
ミョガネはマノレエ y マコガネ O. viduus HAROLDと変| えて居る。 A. albopilosa の同定はA . viridana の間
る;"'MimeJa; PhyllopeI'th aは Anornalaとする、グリ| 違い。 G 色nus Phyllopertha 及び Mirnela は夫々 a

イロコガネはマルオグロコガネo ;:;--.' I  G 巴nus Anornalaにふくまれてる o M色lolontha satsu- ー
⑫ 1941; SAWADA， A  Revisi.on' of the Rute1ine 1  rnaensis は神戸に産しない。 Liocola，brevitarsis は

beet1es' of the Genus Phyllopertha in th色 1 Protaetia brevitarsis L -ZWIS と訂IEo ，subsp. crassa 
Japan巴se Ernpire， Nippon n o  Kochu， ]V， 1， 1  HAROLD 1は笠臼木に産しないように思う。 Genus Potω0幽

ず万対?!苦悶f吋f‘配 p即t. 4必2 - 5臼8，.pμ1. 1I λ;';"V. 
f  し 目2木k産 P h y列1l0p巴白rt出h a 匡属雪の報3文どであるがとの扇はz現尾| ⑧ 194位2; Y A W A T A ;  Notes 01叱L叫〈υ怜h豆怠 G印la叩phy沢ri句坦a甜白 of

在では Anoinala' とじて取扱われて居る- 、 λc..d<r，1  "}'，， "Japan' withβ巴seripti叫 s'，-cf'" 弓 n明ご G e nl1s
i  ')3;' 46，" Phyllotertha 'irreg山 ris ，W  ATERIIOUSE and two n巴w じ日苧p伊巴勾fiy科特号牛二 T苧ra戸n)3只Tピ'Kar凶 a必 E批
( M t仁. R恥ok肱k o 初n H y o暗goの). p. 48， P. diversa I  
W U E R H Q U S包，(Kobe). P. 今 54，"， p:::'consturcata 1  -ぷAnthypna P.'巴ctinat千L-s:WISの産地が Osaka，Near， 

I  ， ?，，' (  :;'-r ;  .'.半 I  Hyogo ，'とtJ:.'0.，で居るがはっき今くじた意味がわからな
⑧ 1941;久幡英夫、日本産 Protaetia 属の? 還に就い| い。木種は県下で採集された記録は今の所他に無いよ
決泌ごで( 1 ) 昆虫イ X V，2 ，p. 75 トポ舟 ; ぷ | うに思う。与、守' 1 ι"i : ; i 予点'ltマ ; r{JfJ r  -f.妥
結日木産 Protaetia 属の箆の記載であるが神戸、兵庫 1 (③ 1942 ;  高精芳郎、神芦産ハナム1グリ亜科、雑記、
産の材料は次の 1種のみしか使用されて居ない。すな| 昆虫泣界.. . X L  Vr. 542， pp. 306-，308. 料
jっち Protaetia .orienta1is  G O R Y  et PEROHERON シロ I 芳ナプνの色彩変化型、 王子ヨウトアオハヲょグリ
三奇乙不正、ヲマ;主iグリー〈神戸〉占 、子可刊し¥ 1 γ -:'I: '!' ";j r::- J の神戸に於ける分布を記ゴ「、 1 学名は Protaetia Ienzi 
@{{1941 ; ・増閏猛i橋示直也レー中附近の昆虫て謄 I HAROLD と訂正する占シロテシハテムグリとシラ亦シ
忍円、!日写版) ..ペーにJ 下正;;-;; ，，-:-九 Jγ1叫プザ干! ハナムグリの産地を述ぶる。これも学名は ;Prota巴ti:i.
; ; ，; ; p : 警は昔の神戸ー中〈現在り神戸高等学校〕博物学 1 orientalis G O R Y  etPEROHERON， P. brevitilrsis LEWIS 
会が学校を中心としえの昆虫相をまとめて謄写版で 1 1 に訂正するぞ0' ......，日 町 1 ・ .0_1 去

冊にしたもので甲虫之部と際之部の 2つに分れて居 | 神戸産とじてグロカナフゃνを迫力目、 I ボウデイマイエ
る、最始に摩耶山昆虫目録と記してあるが調査は大体| ルハナムグロは Cetonia roelofsi と同} 種ではないか
摩耶山の一部及び芙の西方の部分である6 この辺は面| と思う。 Cetonia roelofsi HAROLD ab.nitidula 
白い採集地であると思われ今なお珍しいものがとれて I REITTER は神戸産としては産しないと思うので取消
居るそうである o t， ¥ 川町 いw

i コガネ 1ムシ類は54種記録されて居る、学名の訂E も
あるがそれはここに一々記す必要もないと思われるの
で省く。す" Y " ，，< コアキコガネは間違だと思う。すすセ
、y チコガネ、ムネア，カセシチロガネの産する事は注意
して良いと思う、其の他は割合普通種である o Ano-
rnala di伍 cilis はA . Il1ceris の事と思われる。 Auto-
serica japonica は A. costanea の事と思われる O

⑧ 1941; 高橋寿郎、神戸附近のコガネムシに就て
J' I  86， p". 2 1 7 ' ¥ や ニ:
神戸市を中心としてのコガネムシに就いて記した。

して置く 0' パ、 ベハ争" コ' ¥ "r. y-
@， ..1943; 高橋寿郎、神有治線甲虫相 4・-'-，)守主」

(6) ゃ昆虫世界、 3包V'Jli548，p  .  102 
(7) 岡、 X L'V1L 549， p. 133 

神有沿線の甲虫目録であるが訂正すべきF点は次のよ
うである O ユミガタエソマコガネはマノレエ y マコガネ
と同一種。 O. kogaianus MATS. はコブマルエムマコ
ガネと同一種、コプマノレエムマコガネの学名は O. 
atripennis VVATJlRH01.'SE に訂1 Eo O. vidins HAROLD 
はマルエ γマコガネの事、 0，ibonus M A T SlJMURA は
コフーマルエムマコガネと同一種。 Mimela，PhyIIoper-
tha は Anornala 属として取倣う o :i7 リイロコガ、ネは
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可; t . - オグロコガネに改める。 一 |  ネ神戸く¥ 7 1 ， ¥7iI) 
⑨ 1943; 高橋芳郎、神戸産糞虫に就いて、昆虫界、 M . japonica BURMEISTER コブキコガネ 神戸 W ，

豆， 112， pp. 301--304. 唖〉、播磨、姫路 O l ! )、氷ノ山 (VJI) c
神戸及び神戸附近の奨虫類の発表であるが現在では| なおとの研究で M . satsumaensis NIJIMA et.KINo. 

SubfamiJy  Trogina巴 & G白otrupinae は独立の科と I SHITA サ Y マコプキコガネは九州特産の種でないかと
して取扱われて居る。 Onthophagus chuzenjianusは| され、沢田氏が神戸から記録された個体もM . japonica 
o. at日r と同一種。 O. ibonus， O. kogatanus は共に| でないかと記されてある。筆者も沢田氏の検された標
O. atripennis と同一。 O. atrip日nnis と記録したもの| 木は見た事がないのであるが一応神戸のププウナから
は O. vidiuusの事である。 O. viduus コプマルエムマ| 本種は除いて置いた方が良いのではないかと考える o
コガネは O. atripennis と学名を改めねばならぬ。 O. I  @  1953; 岩田久二雄、奥谷頑一、永富昭、中根猛
yumigatanus は O. viduus と同一種である。 I 彦。氷ノ山の昆虫、兵庫生物 JI，3 ， pp. 
⑧ 1949; 高橋芳郎、グロハナムグリ分布二題、新 125

昆虫、 JI，12， p. 420 1952年兵庫県生物学会主催の採集会結果及びそれ以
グロハナムグ F の異常型 ab. nagoyana TAKAGI及| 外に行われた結果も合わせて発表されものであるがヨ

び変種 vaf. sieboldi SNELL即日o V  OLLENHOVEN を| ガネムシ科に就いては11種が記録されて居る。その内
夫列車戸から記録したが前者の方は 1♀、後者の方も IPieuraphodius lewisi， Pharaphodil1s  chokaiensis 
1 ♀と訂正して置く。 Iの 2種は兵庫県からは始めてであると恩われる。筆者
⑧ 1951 ;  高橋寿郎、グロプシナガコガネについて， I 自身の氷ノ山での採集結果では未だ他に得て居るいず

兵庫生物、 1，5 ， p. 95 I  ; れ機会を見て氷ノ山の甲虫相は発表したいと思つで唐
古く W A T E R E O U S E に依り記録されてより神戸では| る。

記録のなかったと思われる Hoplia moerens W A T ER "  I⑬ 1953; 高橋芳郎、神戸産スジコガネ亜科甲虫に
HOUSEの県下に於ける多産地と思われる菅野ガ原を紹| 就いて、兵庫生物、 lL 3 ， pp. 162-165 
介し; 其の形態の記載をなした。 I 神戸産 RUTELINAE 19還に就いて記録した。
@  1951; 高橋芳郎、神戸産グ胃コガネ属甲虫に就 I@  1953; 村山醸造、主主類穿孔虫防除に関する研究

いて、兵庫生物、1 I ， 1 ， p. 25 ( 訟樹害虫防除研究会報告、文部省科学試験研
神戸産グロコガネ属 5種を記録した。 I 究報告 No. 6) 

@  1952，高橋芳郎、神戸産ハナムグ p 亜科甲虫に就| 本警は村山博士を中心として昭和23-26年間に怒類
いて、兵庫生物、 JI， 2， p. 101 穿孔虫防除に閉する研究が為された結果を発表された

神戸産ハナムグリ亜科 6属、 12屋、 2変種、 2異常! ものであるがこの研究の為の実験林が県下養父郡建屋
湿の記録を為した。 I村に設けられた。勿論法類穿孔虫の調査が主目的であ
@  山木義丸; 郷土氷上郡の昆虫相について、柏原高[ るから松林が指定されて居るのでとの林内での甲虫類

校生物研究会誌No. 7 ， pp. 8  -13. は割合少く、コカネムシ科は普通種のみしか符られて
従来氷上郡からの昆虫相の報告は全然無かったよう| 居ない。
に息われるが柏原高校の山本氏に依り次々と調査が進 I@  1954; 西村会夫、藤ケ柵牧甥の食糞性コガネム
められここに其の概要が発表された詳しい種の記欝は| シについて〈第 2幸的、兵庫生物、 lL 4 / 5 ， p. 
無いがヨガネムシ科では宍庫県下での末記録種と恩わ 225
れる。アオアシナガハナムグリ、モシグロヒラタハナ| 舟章県神崎郡大山村追上にある藤ガ榔牧場で採集し
ムグロ〈之はトゲヒラタハナムグロの同定の誤りと山| た糞虫類14撞〈内 1種は種名未決定〉の記録であるが
木氏に御筒きした〉、 ヒゲナガチヤイロコガネが記録| 現在では独立のfS j . として〈勿論広義の糞虫ではあるが〉
されている o 扱われて居るセシチコガネ、すすセソチコガネの 2種
③ 1952，野村鎮、日木及びその近辺のコブキコガネ| もふくまれて居る。 Aphodil1S pusi11us HERBS'l'の同

について、桐明学報 No. 2， pp. 24-34， Tof. I定は再調査する必要が有りそうである O

1  &  l L ⑬  1954; 高橋芳郎、兵庫県産糞虫類に就いて 〈第
表題の示す通り日本兵びその近辺のコアキコガネに 1幸町、兵庫生物、 lf，4 / 5 ， pp. 232-236 
ついての
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以上で文献に依る兵庫県産ョガネムシ調査研究の経| された標添類の目録を戸沢信義氏の編で H紫1.1<遺稀iH  
過を見て来たが始めに記した如く何分貧弱な筆者の文| の別巻として発行されたものをス手するを得たのでこ
献に依ったものであるから不充分な結果に終ってしま| とに紹介して置く。芝川氏の採集をされたのは1903年
った今後引続きとの仕事を為し他日より完成に近いも| 前後からで当時の採集地は主として芝川氏の別邸のあ
のをつくりたいものだと場えて麗る。 Iった須磨、甲東村大市である。同氏の標本は長く同氏
なお日本の昆虫学史に関する文献には次の如く良い| 別邸に減せられて居たのを鈴木元次郎氏が整理し、戸
ものがあるので参考迄に其のいくらかを記して置く。 I沢氏が管理して居られたが1946年宝塚昆虫館に寄贈せ
1. 言宅慣方、昆虫学汐l論、下巻 (1937). 2 ，日| られ今もなお問所に保存されて麗る。

独独文化協会、シ戸ボル干研究( 193) 8. 3 ，村山醸! との紫71 < 遺稿別巻は戸沢信義氏の編で芝川家所要義昆
造、 Dr. Johan J. Rein の採集旅表、昆虫研究、] [ ， I虫標本目録は 283頁にわたり鈴木涜次郎、橋貴涯豆、
1  ， PP. 14-18 (1938). 4 ，上野益三、日本生物学| 玉沢修三郎氏などに依り同定せられて農る。発行年度
の歴史、教養文庫 (1939). 5 ，上野益三、日本生物煙| は昭和11年 (1936) である、ョガネムシ科は44撞記さ
史の構成、あきつ、l J l ， 1 ， pp. 1-1419 く41). .6 ， Iれてあるが産地の朗記の無いもの、台湾、清洲なども
東光治、日京昆虫二千六百年史、室塚昆虫館報、 No. Iふくまれて居る。兵庫県関係は次の 7種のみで別に珍
5  (1941)， 7 ，白井光太郎、日本博物年表 (1943).
8 ，江崎悌豆、日本昆虫学史話( 1 - 5 )、虫・自然、
No. 16-20 (1947-8). 9 ，上野益言、生物学史雑話、
生現金強、 1 ， 1 - 4  (1947). 10. 江崎悌言、日本
島虫学史話、む戸時代議、新昆虫、 y -札 8 -1281 
(1952-3). 11， EI;;$:学術会議・日木植物学会、 グユ
νベ] J
〈追 書白 |  
本篇脱稿後前交に記して置いた芝川叉之助氏の採集|

しい穫は無い。
Onthophagus viridius H A R O L D コプ q ルコガネほ
O. atrip阻 nis W  A T E R H O U S E と学名はなると恩われる
α質勝〉。すすブタホy マグゾコガネ〈須隠〉、サグラコ
ガネ〈鳴尾〉、学名はA . daimiana である。セマグラ
コガネ〈須磨〉、チヤイロコガネ〈甲東園トコアオハ
ナムグリ〈甲東園〉、アカビロウドコガネ〈須陰〉。

(July-1954) 
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(p.41から〉

母、商原・輔山閥、大阪府: 西野勢村、野機市、滋賀| 朝来郡朝来町回路橋ガ義務集掌諺類目録
県: 伊吹山、綿向山、鈴Jr岳、芹谷が確実な産地として l プユノハナワラぜ、ゼνマイ、ウチザゴケ、ハコネ
あげられ、京都府、兵庫県は確認されていない。とと I$"ダ、ググヤグシグ、イワガネゼシマイ、カヲグザシ
に福岡氏によって採集記録されながら長らく近畿のγ| グ、' 7 ラピ、すすメノイノモトソウ、明日' 7 ラピ、オ
グ愛好家に知られなかった回路のグモノスシグを再確| すヒメワラピ、ミヤマシグシグ、すすヒメワラピモド
認できたことは福間氏の御厚意によるもので厚〈感謝 lキ、ヒロハイヌワラ1 ! 、 $"Jrチ$ " zt、ヤプソ

志家で、往年の、活躍ぶりを思い出すとプロラの探究さ I$"グ、ヤ吋イタチシグ、オシダ、すすグジヤグシダ、
れていない但馬には氏の今後の探査に期待するところ| ベニ辛ノダ、グ吋ワヲピ、ミゾ$"!I'、イ宮ガ y ソグ、グ
が多い。次に当日採集したシグの目録を記して種h お| ジグヅシグ、 'Y Jレデシグ¥ イノデ、イノデモドキ、サ
世話になった御礼とし. 回路のグモノスγグ発見者福| カゲイノデ、 Y ヤ十シイノデ、グュウモングシグ、 p

終りに標本の御同定を賜り、グモノスシダの分布そ| 〆、チヤセ Y シグ、イワトラノ才、グモノスシ!I'‘コ
の他に御教示を仰いだ国川基二先生に御礼申し上げ| タニワタロ、ノキシノプ、ヒメノキシノプ、オシヤグ
る。 I ジデνダ、 アオネカズラ、 ビロウドシ〆、 (Oct.25.

1954) 
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